




















































































































































































































































































































































































G% L% GG% GL% LG% LL% ｓG% ｓL%
前後差 -0.03 0.11 -0.61 ** -0.40 * -0.15 -0.45 * -0.70 ** -0.24 -0.41 * -0.36 *
自尊感情 -0.23 0.28 0.22 0.02 0.13 0.36 † 0.35 † 0.18 0.11
熟慮性
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Fig.5 ：前後差とLG%の相関
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はなく、ミュラーリヤー錯視の錯視量を認知の歪
み、錯視量を変化させるよう求める教示をCBTに
よる介入、その結果として変化した錯視量を介入
効果とみなして、基礎的検討を行った。
　その結果、複合数字抹消検査（CDCT）で得ら
れる指標のうち、注意焦点拡張の柔軟性を示す指
標（LG%）が、介入効果を予測できることが示さ
れた。また、LG%と自尊感情との間に正の相関が
みられることから、この介入効果の予測は自尊感
情との関連性に依るものと推測された。
　本研究が真に意味を持つためには、実際に不適
応状態を抱えるクライアントに対して、CBTによ
る介入を実施する前に、CDCTを実施し、LG%の数
値と実際の介入効果との関連性を検討するなど、
実際の心理臨床現場での応用可能性を探る必要が
あるだろう。また、CDCTによって測定される認
知メカニズムの柔軟性と、認知行動療法の効果と
の対応関係なども検討の必要がある。
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